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各国の公共放送の意義・目的各国の公共放送の意義・目的

イギリス フランス ドイツ 韓国 日本

BBCの設立根拠である女

王の特許状及び協定書
（2006年更新）において、

次の内容を規定

１ あらゆる手段を講じ
て、視聴者が連合王国
公共サービス等にアク
セスできるようにする
こと

２ 連合国公共サービス
に含まれるすべてのプ
ログラムは、高い質を
有し、意欲的、独創的、
革新的で、魅力に富ん
だものであるという特
色のうち少なくともひ
とつを提示すること

３ プログラムの内容及
び質について、高い水
準を維持したワールド
サービスを提供するこ
と

４ 放送した番組等の
アーカイブを維持する
仕組みをつくること

５ 公共目的に向けた研
究開発活動を行うこと

視聴覚法第43－11条は、

公共放送の目的として、次
の内容を規定。
１ 情報、文化、知識、

娯楽、スポーツの分野
における多様な番組の
提供

２ 民主的な討論の促進
３ フランス語の振興の

確保、文化的及び言語
的な遺産の価値の強調

４ 知的創造と芸術的創
造、市民的・経済的・
社会的・科学的・技術
的知識の発展と普及、
教育への寄与

５ 人口の異なる部分間
の交流、また社会的同
化及び市民権普及の促
進

６ 世界へのフランス文
化及びフランス語普及
への寄与

７ 視聴覚通信の番組及
びサービスの制作と放
送の新技術の開発

８ 情報の公正性、不偏
性、多元性の保証 等

過去の連邦憲法裁判所の
放送判決によれば、公共放
送は、国民に対し、次の３
つの要件を備えた、基本的
サービスを提供する義務が
あるとされている。
１ 放送が全ての住民に

到達可能となっている
こと

２ 放送に求められる水
準を維持した番組が提
供されること

３ 意見の多様性の確保
が保証されていること

(放送判決：第４次(1986年)
、第５次(1987年)、第６次
(1991年))

放送法第44条は、KBSの
公的責任として、次の４つ
を規定。

１ 放送の目的と公的責
任、放送の公正性と公
益性の実現

２ 国民が地域と諸般の
与件に関わらず、良質
の放送サービスの提供
を受けられるよう努力

３ 視聴者の公益に寄与
できる新しい放送番組
・放送サービス及び放
送技術の研究・開発

４ 国内外を対象に、民
族文化を創造し、民族
の同質性を確保できる
放送番組を開発・放送

放送法第７条は、ＮＨＫ
の目的として、次の４つを
規定。
１ あまねく全国におい

て受信可能とすること
２ 豊かで、かつ、良い

放送番組を提供するこ
と

３ 放送及びその受信の
進歩発達に必要な技術
開発

４ 国際放送を行うこと

その上、放送法第44条第

１項において、次の３つを
規定。
① 公衆の要望を満たす

とともに文化水準の向
上に寄与する努力義務

② 全国向けの放送番組
のほか、地方向けの放
送番組を有するように
する義務

③ 我が国の過去の優れ
た文化の保存並びに新
たな文化の育成及び普
及に役立つようにする
義務
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我が国におけるブロードバンドサービス利用可能状況我が国におけるブロードバンドサービス利用可能状況（都道府県別）（都道府県別）
（平成（平成1919年年66月末）月末）

都道府県名 世帯数（万）

ブロードバンド
サービス利用可
能世帯（万、％）

うち光アクセス
サービス利用可
能世帯（万、％）

北海道 ２５９ ２３７（９１．６％） ２０１（７７．７％）

青森県 ５６ ５１（９０．９％） ３９（６８．９％）

岩手県 ４９ ４２（８６．０％） ２９（５８．７％）

宮城県 ８７ ８２（９４．２％） ７１（８１．４％）

秋田県 ４２ ３７（８８．５％） ２６（６２．１％）

山形県 ４０ ３６（９０．７％） ２７（６８．５％）

福島県 ７３ ６５（８８．８％） ５３（７２．１％）

茨城県 １０６ １０１（９５．１％） ６９（６４．８％）

栃木県 ７２ ６７（９２．９％） ５１（７１．０％）

群馬県 ７４ ７１（９６．０％） ５５（７５．０％）

埼玉県 ２７４ ２６８（９７．８％） ２４８（９０．５％）

千葉県 ２４２ ２３６（９７．７％） ２０７（８５．９％）

東京都 ５９７ ５９６（９９．９％） ５９６（９９．９％）

神奈川県 ３７１ ３７１（１００．０％） ３７１（１００．０％）

新潟県 ８２ ７４（９０．２％） ４７（５７．２％）

長野県 ８０ ７３（９１．７％） ４９（６１．８％）

山梨県 ３２ ３０（９３．９％） ２２（６７．９％）

静岡県 １３９ １３４（９６．６％） １１０（７９．６％）

富山県 ３８ ３８（１００．０％） ２１（５５．４％）

石川県 ４３ ３９（９１．５％） ２９（６８．８％）

福井県 ２６ ２４（９０．８％） １９（７０．６％）

愛知県 ２７３ ２６６（９７．４％） ２５５（９３．４％）

岐阜県 ７１ ６６（９３．２％） ５４（７５．９％）

三重県 ７０ ７０（１００．０％） ４５（６４．５％）

出典：総務省調べ（http://www.soumu.go.jp/joho_tsusin/broadband/info/info_03/index.html）

都道府県名 世帯数（万）
ブロードバンド

サービス利用可能
世帯（万、％）

うち光アクセス
サービス利用可能

世帯（万、％）

大阪府 ３７３ ３７３（９９．９％） ３７３（９９．９％）

滋賀県 ４８ ４６（９６．３％） ４６（９６．３％）

京都府 １０８ １０３（９５．５％） ９８（９１．２％）

奈良県 ５３ ５０（９４．３％） ５０（９３．８％）

兵庫県 ２２４ ２１７（９６．８％） ２１０（９３．７％）

和歌山県 ４２ ３９（９３．６％） ３６（８６．８％）

鳥取県 ２２ ２０（９０．９％） １４（６３．３％）

島根県 ２６ ２３（８８．０％） １５（５６．９％）

岡山県 ７５ ７０（９３．０％） ５３（７０．６％）

香川県 ４０ ３８（９４．８％） ２７（６６．９％）

徳島県 ３１ ２８（９１．２％） ２２（７１．０％）

愛媛県 ６２ ５５（８９．３％） ４４（７１．０％）

高知県 ３４ ２９（８６．３％） １８（５３．５％）

広島県 １１８ １１１（９４．０％） ９８（８２．７％）

山口県 ６３ ５６（８９．４％） ４４（６９．９％）

福岡県 ２０８ ２０１（９６．６％） １８４（８８．５％）

佐賀県 ３０ ２８（９３．２％） １８（５９．８％）

長崎県 ６０ ５６（９３．０％） ４０（６６．６％）

熊本県 ７０ ６４（９２．０％） ４９（７０．１％）

大分県 ５０ ４４（８７．８％） ３６（７２．５％）

宮崎県 ４９ ４４（９０．１％） ３７（７６．１％）

鹿児島県 ７７ ６５（８４．９％） ５０（６５．５％）

沖縄県 ５２ ４９（９３．５％） ３９（７３．７％）

全国 ５，１１１ ４，８８５（９５．６％） ４，２９９（８４．１％）
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動画コンテンツの二次利用の市場規模予測の比較動画コンテンツの二次利用の市場規模予測の比較（（20032003年度、年度、20102010年度）年度）

市場全体 携帯電話
インター
ネット

ＣＡＴＶ
ＢＳ及
びＣＳ

映画ソフト
10,756 512 196 4,447 5,600

ビデオソフト
623 30 11 257 324

地上テレビ
番組 3,251 155 59 1,344 1,693

衛星テレビ
番組 5,746 570 219 4,957

合計
20,376 1,266 486 11,006 7,618

動画コンテンツ市場規模の推移（2003年度、2010年度）（単位：億円）動画コンテンツ市場規模の推移動画コンテンツ市場規模の推移（（20032003年度、年度、20102010年度）（単位：億円）年度）（単位：億円）

出典：ＩＰ環境下での情報通信市場の変容と競争戦略（平成１８年１月：㈶国際通信経済研究所）

動画コンテンツの二次利用市場は、2003年度から2010年度にかけ約2倍に成長。

動画コンテンツのインターネット配信は、2003年度から2010年度にかけ約2倍弱に成長。

注１ 2010年度の市場規模については、2000年度と2003年度の市場規模をベースにより予測した値。

注２ メディア別シェアについては、2003年度のメディア別の動画コンテンツ市場規模のシェアに基づき配分した値。
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市場全体 携帯電話
インター
ネット

ＣＡＴＶ
ＢＳ及び

ＣＳ

映画ソフト
6,510 310 119 2,692 3,390

ビデオソフト
180 9 3 74 94

地上テレビ
番組 1,959 93 36 810 1,020

衛星テレビ
番組 2,952 293 112 2,547

合計
11,601 704 270 6,123 4,503

【2003年度（実績）】 【2010年度（予測）】
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ＩＰマルチキャスト放送によるサービスの提供状況ＩＰマルチキャスト放送によるサービスの提供状況

ＩＰマルチキャストとは、ネットワーク上に配置されたＩＰマルチキャスト対応ルータにおいてコンテンツ
（ＩＰパケット）を複製しながら、指定された複数の利用者に対してコンテンツを配信する技術

IPマルチキャスト（１対多数） マルチキャストルータで
IPパケットを複製

●●●●・１回の送信でOK
・利用者数に拘わ
らず帯域一定

ユニキャスト（１対１）

・５回の送信が必要
・ＩＰマルチキャストと比
較し５倍の帯域が必要

【例えば 端末５台に配信する場合】

※ ＩＰマルチキャストについて

○ 電気通信役務利用放送法の施行後、同法の登録を受けて、ＩＰマルチキャスト方式（※）による放送
サービスを４事業者が提供。

○ 全国規模で事業を展開し、多チャンネルの放送サービスの他、ＶＯＤサービス等も提供。

サービス名 事業者名
サービス
開始時期 サービス内容 基本料金 STB料金 追加料金

月額1,260円 番組あたり追加料金
（例：「釣りﾁｬﾝﾈﾙ」
945円）

基本料金に含まれる 番組あたり追加料金
（例：「ｽﾀｰﾁｬﾝﾈﾙ」
1,890円）

NTT東：月額525円

NTT西：購入24,150円

番組あたり追加料金
（例：「ｽﾀｰﾁｬﾝﾈﾙ」
1,890円）

月額315円 番組あたり追加料金
（例：「ｽﾀｰﾁｬﾝﾈﾙ」
1,890円）

月額2,394円

月額2,520円

月額2,835円

月額2,100円

BBTV ﾋﾞｰ･ﾋﾞｰ･ｹｰﾌﾞﾙ㈱ H15.3
ﾍﾞｰｼｯｸ36ch、ｱﾗｶﾙﾄ5ch、
(VODｻｰﾋﾞｽ(5000ﾀｲﾄﾙ以上)も提供)

MOVIE SPLASH KDDI㈱ H15.12
ﾍﾞｰｼｯｸ40ch、ｵﾌﾟｼｮﾝ10ch
(VODｻｰﾋﾞｽ(5000ﾀｲﾄﾙ以上)、
ｶﾗｵｹ(4500曲以上)も提供)

4th MEDIA ㈱ｵﾝﾗｲﾝﾃｨｰｳﾞｨ H16.7
基本43ch、ｵﾌﾟｼｮﾝ21ch
(VODｻｰﾋﾞｽ(6000ﾀｲﾄﾙ以上)、
ｶﾗｵｹ(7500曲以上)も提供)

ｵﾝﾃﾞﾏﾝﾄﾞTV ㈱ｱｲｷｬｽﾄ H17.6
ﾍﾞｰｼｯｸ35ch、ｵﾌﾟｼｮﾝ15ch
(VODｻｰﾋﾞｽ(7000ﾀｲﾄﾙ以上)も提供)

◇サービスの概要 【平成１９年１０月末】

参考４

この他、ケーブルテレビと同様の方式を用いたサービスとして、「スカパー!光」、「eo光テレビ」がある。
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諸外国における公共放送によるインターネットを利用した放送番組配信サービスの概要諸外国における公共放送によるインターネットを利用した放送番組配信サービスの概要

英国

（BBC）

フランス

（FTグループ）

ドイツ

（ARD、ZDF）

韓国

（KBS）

（参考）日本

（NHK）

法制度上の位置
付け

オンラインサービス
（bbc.co.jp、bbcジャム）を本
来業務として提供。【特許状
6】

公共的国内サービスを地上、
衛星、ケーブル、ブロードバ
ンド、インターネットといった
伝送路で放送・ストリーミン
グ・オンデマンドでの提供を
義務付け。【協定書11、12】

新たなオンデマンドサービス
「iPlayer（※）」をベータ版で実施
中。
※ ①インターネットによる1週間
のキャッチアップ放送、②イン
ターネットによるサイマルキャス
ト、③インターネットによるオー
ディオの時間無制限のダウン
ロードサービス、④catvネット
ワークによる1週間のキャッチ
アップ放送の4つ。

規定なし。 ＡＲＤ：
放送番組に関連したオンラ
インサービス（テレメディア）
が提供可。【放送州間協定
11】
ＡＲＤによるオンラインサー
ビスの範囲等が規定
【Grund1.(4)】
※Grund＝放送州間協定第
11条に基づくガイドライン

ＺＤＦ：
放送番組に関連したオンラ
インサービス（テレメディア）
が提供可。
【放送州間協定11】
【ＺＤＦ州間協定4】

規定なし。 協会の本来業務の附帯業
務として提供。【放送法
§9Ⅱ②】【インターネットガ
イドライン】
※インターネットガイドライン
＝「日本放送協会のイン
ターネット利用に関するガイ
ドライン」（平成１４年３月８
日総務省公表）

実施主体 BBC本体 FTVI（FTの子会社） ARD、ZDFとも本体 KBSi（KBSの子会社） NHK本体

配信コンテンツ
の概要

放送番組のみ。

独自番組の配信なし。

ＳＤ品質。

F2、F5のシリーズ番組、ド

キュメンタリーを中心に配信。

独自番組の配信もあり（予告
番組等）。

SD品質。

ARD、ZDFとも放送番組に

関連したもののみ配信。

独自番組の配信なし。

ＳＤ品質。

KBSで放送された番組。

独自番組の配信もあり（外
部ＣＰから調達した番組等）。

SD品質。

災害情報等を除けば放送番
組及びその関連情報のみ。

SD品質。

視聴可能期間と
料金

【視聴可能期間】

放送後１週間。

【料金】

無料。

【視聴可能期間】

制限なし。

【料金】

放送後１週間は無料。

１週間経過後は有料。

・ストリーミング：0.99～

3.99ユーロ

・ダウンロード：8.99～

10.99ユーロ

【視聴可能期間】

制限なし。

【料金】

ARD、ZDFとも無料。

【視聴可能期間】

50k 期限なし

300k 2週間

【料金】

放送後2週間は無料。

2週間後は有料。

・ストリーミング：700ウォン

・ダウンロード：2,000ウォン

【視聴可能期間】

放送後１週間程度。

【料金】

無料。

【規模】

年額10億円程度を上限。

ブロードバンドの
普及状況

ﾌﾞﾛｰﾄﾞﾊﾞﾝﾄﾞ 1,446万契約 ﾌﾞﾛｰﾄﾞﾊﾞﾝﾄﾞ 1,425万契約

うち光アクセス 2万契約

ﾌﾞﾛｰﾄﾞﾊﾞﾝﾄﾞ 1,760万契約 ﾌﾞﾛｰﾄﾞﾊﾞﾝﾄﾞ 1,459万契約

うち光アクセス 64万契約

ﾌﾞﾛｰﾄﾞﾊﾞﾝﾄﾞ 2,714万契約

うち光アクセス 966万契約

参考５



電波による放送 光ファイバによる通信

衛星放送 地上放送 RF多重

全国に放送所/中継

局の地上回線網を構
築してコンテンツを提
供

地域別放送が可能

地域ごとに中継局が
必要

帯域は衛星よりも少
ない

実
施
例

BSデジタル放送

CSデジタル放送

地上デジタル放送 スカパー!光
ケイオプティコム

NGNで地デジ再送信への

利用を検討中
インターネット、アクトビラ
等のVODサービス

CATVと同様の全ての

チャンネルを含む信号を、
IPと異なる波長の光で

伝送

CATVと同じであり、安

定な配信が可能

インフラ整備にコストと
時間が必要

波長多重処理を行う機
器を追加する必要があ
る

放送衛星で全国に向け
て高品質なコンテンツ
を提供

低いインフラコスト

帯域幅に余裕

地域別放送は困難

衛星には10年程度の

寿命がある

マルチキャスト(IP通信) ユニキャスト(IP通信)

概

要

網内は、ルーターでトラ
フィックを複製し、配信
サーバーや網の負担を軽
減する

光ファイバ網で配信サー
バーと受信機との１対１
のリンクでコンテンツを提
供

長

所

光ファイバで効率的に放
送型サービスが可能

VODなど端末個々に

様々な種類のコンテンツ
提供が可能

短

所

インフラ整備までにコストと
時間が必要

各地にルーター等の新た
な設備が必要

同時受信数の限度
(HDTV2 チャンネル程度)

配信サーバーやネット
ワークの負担が大きく、
確実な伝送が困難となる
場合がある

サーバーや回線の余裕
がないとHDTVの高画質
伝送などに制約

概

念

図

ＨＤ映像配信手段の比較ＨＤ映像配信手段の比較

サーバー

ヘッドエンド

分配

サーバー

ルーター等

放送所

中継局
放送衛星

参考６【ＮＨＫ提出資料】
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ＩＰ配信局

マルチキャストで全ての収容ビルへ
全チャンネルを配信

IPv6
ﾏﾙﾁｷｬｽﾄ網

選局

選局

収容ビル（中継）

収容ビル（地域）

収容ビル（地域）

ＩＰ局内装置

視聴者宅

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

IP-
STB

IP-
STB

GE-
ONU

GE-
ONU

Ａ

Ｂ Ｃ
視聴者宅

IP-
STB

IP-
STB

IP-
STB

IP-
STB

チャンネル
ＩＰ

送信
装置

ＩＰ
送信
装置

送出
設備

GE-
ONU

GE-
ONU

ＩＰ局内装置
ＩＰ局内装置

ＩＰマルチキャスト配信

インターネット

Ａ

Ｂ

Ｃ

マルチキャスト方式による利用可能な帯域幅マルチキャスト方式による利用可能な帯域幅

１Ｇｂｐｓを最大３２（局内４×所外８）分岐
⇒最大１００Mbps

同時に３２ユーザが使用した場合は
１ユーザーあたり約３０Ｍｂｐｓ （1Gbps÷32）

約３０Mbpsの帯域にHDTV２チャンネルを
伝送する設計
(ＨＤ映像信号は、H.264 10Mbps程度)
⇒同一宅内で、別室での異なるチャンネル

の視聴や裏録画などに支障が出る

インフラ整備に加えて
利用可能な帯域幅の制約がある

【ＮＨＫ提出資料】
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アンケート調査結果アンケート調査結果

参考７
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視聴者の意向に係るアンケート調査視聴者の意向に係るアンケート調査

総務省において、（社）中央調査社に委託し、2007年2月9日～12日にアンケート調査を実施。

全国20歳以上の男女2,000人（住民基本台帳から層化無作為2段抽出）を対象に、調査員による個別面接聴取
法により実施。1,316人より有効回答。

性別

0 100 200 300 400 500 600 700 800

女性

男性

741(56.3%)

575(43.7%)

年齢

0 50 100 150 200 250 300 350 400 450

60歳以上

50～59歳

40～49歳

30～39歳

20～29歳 140(10.6%)

245(18.6%)

214(16.3%)

292(22.2%)

425(32.3%)

居住地域

0 50 100 150 200 250 300

九州

四国

中国

阪神

近畿

東海

北陸

甲信越

京浜

関東

東北

北海道 66(5.0%)

96(7.3%)

283(21.5%)

143(10.9%)

146(11.1%)

123(9.3%)

89(6.8%)

83(6.3%)

59(4.5%)

36(2.7%)

152(11.6%)

40(3.0%)

人

人

人

○北海道：北海道 ○東北：青森県、岩手県、宮城県、秋田県、山形県、福島県 ○関東：茨城県、栃木県、
群馬県、埼玉県、千葉県、京浜ブロック以外の東京都・神奈川県 ○京浜：東京23区、横浜市、川崎市

○甲信越：新潟県、山梨県、長野県 ○北陸：富山県、石川県、福井県 ○東海：岐阜県、静岡県、愛知県、
三重県 ○近畿：滋賀県、京都府、阪神ブロック以外の大阪府・兵庫県 ○阪神：大阪市、堺市、豊中市、池
田市、吹田市、守口市、八尾市、寝屋川市、東大阪市、神戸市、尼崎市、明石市、西宮市、芦屋市、伊丹市、
宝塚市、川西市 ○中国：鳥取県、島根県、岡山県、広島県、山口県 ○四国：徳島県、香川県、愛媛県、
高知県 ○九州：福岡県、佐賀県、長崎県、熊本県、大分県、宮城県、鹿児島県、沖縄県
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１１ 衛星放送の受信実態衛星放送の受信実態

衛星放送受信実態

0 10 20 30 40 50

749（59.0%）

554（42.1%）見ることができる
見ることができない

n=1,316

531（40.3%）

250（19.0%）

判らない

13（1.0%）

BS放送の魅力

34.8高画質・高音質の番組の放送

デジタル機能を活用した双方向
のクイズ番組などの放送

3.8

18.8

28.0

27.1

15.2

23.6

16.2

20.6

2.3

0.9

大河ドラマや朝ドラマなどのよう
な地上放送の番組の異なる時間
の放送

地上放送では放送しないスポー
ツやドラマなどの番組の放送

野球、サッカーなどのスポーツ中
継の開始から終了までの放送

世界遺産からの長時間に渡る中
継など2時間以上の長時間特集

番組

過去ドラマや紀行・ドキュメンタ
リーなどの名作番組の放送

映画など地上放送に先駆けた放
送

ショッピング番組など情報系の番
組の放送

その他

判らない

上 n=554
下 n=250

%

45.6

6.8

22.0

26.0

28.8

18.4

26.4

18.4

0.8

3.2

18.8

衛星視聴者全体衛星視聴者全体

デジタル対応受信機保有者デジタル対応受信機保有者

衛星放送を視聴しているのは、約4割。うち、半数がデジタル対応受信機を保有。

衛星放送を視聴しない理由としては、「現在見ることができるチャンネルで十分だから」等。
BS放送の魅力としては、「高画質・高音質の番組の放送」、「地上放送では放送しない番組の放送」等。

衛星放送を視聴しない理由

0 10 20 30 40 50

見たいと思う番組がないから

見る時間がないから

視聴料金が高いから

現在見ることのできるチャンネル
で十分だから

機器の料金が高いから

衛星放送をよく知らないから

その他

判らない

15.2

15.6

6.4

%

機器を設置するのが面倒だから

19.6

48.7

15.1

14.0

4.1

4.0 n=  749

NHKBSを見ることができる

デジタル対応
受信機を保有
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契約している衛星放送

0 50 100 150 200 250 300 350 400 450 500

判らない

この中にはない

スカパー！

スターチャンネル

WOWOW

NHK 470(84.8%)

人

n=  554

61(11.0%)

12(2.2%)

39(7.0%)

35(6.3%)

29(5.2%)

NHK3チャンネルの位置付け

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

衛星視聴者

全体

よく知っている 大体知っている 聞いたことはある あまり知らない まったく知らない
判らない

16.5

28.0

40.4 35.6
4.4

8.5

12.030.9

38.1

21.4 17.0

15.2 8.8

11.2 6.8

n=1,316

n=  554

n=  250

%

よく見るチャンネル（複数回答）

0 10 20 30 40 50 60 70

判らない

この中にはない

その他

スターチャンネル

WOWOW

BSフジ

BSジャパン

BS- i

BS朝日

BS日テレ

BSh i

BS2

BS1

%

60.8

62.5

19.0

8.8

8.5

6.5

5.2

6.7

6.3

0.9

1.8

16.1

9.6

衛星視聴者全体衛星視聴者全体

63.2

63.6

39.2

16.0

16.0

12.4

10.0

12.4

8.8

12.0

10.4

2.0

1.6

上 n=554
下 n=250

衛星放送視聴実態

毎日

n=531153（28.8%）

週2～3日 週1日
月1～2日

年数日
ほとんど見ていない

判らない

121（22.8%）

36（6.8%）

92（17.3%） 108（20.3%）

15（2.8%） 6（1.1%）

過半数の者が、週１日以上衛星放送を視聴。

よく見るチャンネルとしては、NHKのBS1, BS2が圧倒的多数。

NHKの3チャンネルの位置付けについては、全体の半数近くの者が知っていると回答。

366（68.9%）

２２ ＮＨＫの衛星放送と民間放送事業者の衛星放送の関係ＮＨＫの衛星放送と民間放送事業者の衛星放送の関係

デジタル対応受信機保有者デジタル対応受信機保有者 衛星放送視聴者全体衛星放送視聴者全体

デジタル対応
受信機保有者
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３３ ＮＨＫの衛星付加受信料ＮＨＫの衛星付加受信料

16.2

NHKの衛星付加受信料の評価

NHKの衛星付加受信料（月額945円）については、「高い」、「やや高い」とした者が半数弱。

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

高い やや高い どちらともいえない やや安い 安い 判らない

16.3 35.0 4.6 3.0

27.6 18.8 41.6 4.0 2.8

n=1,316

n=  250

%

全体

デジタル
対応受信機

保有者

28.4
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４４ ＮＨＫの衛星放送の番組ＮＨＫの衛星放送の番組

なくなると困る番組（複数回答）

0 5 10 15 20 25 30 35 40 45 50

判らない

特に困るものはない

その他

趣味・講座

アニメ・まんが

クラッシック音楽

歌・コンサート

劇場中継

映画

ドラマ

自然・動物番組

ドキュメンタリー

紀行・旅番組

スポーツ

天気予報

ニュース

n=531

41.9

27.1

31.7

17.3

24.1

19.3

18.7
20.6

14.8
7.6

7.6

4.8
12.4

0.4

21.5

3.5
ＮＨＫＮＨＫBSBS視聴者視聴者

よく見る番組（複数回答）

0 5 10 15 20 25 30 35 40 45 50

判らない

その他

ショッピング番組

趣味・講座

アニメ・まんが

クラッシック音楽

歌・コンサート

劇場中継

映画

ドラマ

自然・動物番組

ドキュメンタリー

紀行・旅番組

スポーツ

天気予報

ニュース

%

47.6

26.8

31.6
22.8

26.8

22.0

27.6

32.0

6.4

20.0

8.0

6.4

9.6

1.2

1.2

15.2

衛星視聴者全体衛星視聴者全体

上 n=554
下 n=250

41.9

20.8

32.1

17.3

20.9

17.0

24.9

28.9

4.7

19.5

5.1

5.2

6.7
0.7

0.7

17.9

➢ よく見る番組は、「ニュース」、「スポーツ」、「映画」等。なくなると困る番組としては、「ニュース」、「スポーツ」、「天気予報」等。

【参考】よく見られている番組の視聴率

【ＢＳ１】〔放送時間10分以上〕
○ ＭＬＢ パイレーツ×ヤンキース 1.9％
○ ＭＬＢ パイレーツ×ヤンキース 1.6％
○ ＢＳニュース 1.5％

【ＢＳ２】〔衛星放送受信者分母、放送時間10分以上〕
○ どんと晴れ 6.5％
○ さくら 4.2％
○ ＢＳ日本のうた 1.5％

注１ 自宅で衛星放送を見ることができる衛星受信者のみを対象
注２ 放送時間が10分以上の番組を対象

デジタル対応受信機保有者デジタル対応受信機保有者

〔出典〕ＮＨＫ放送文化研究所 「全国個人視聴率調査（平成19年6月）」
調査日 ： 2007年6月4日（月）～6月10日（日）
調査対象 ： 全国7歳以上の国民 3,600人（うち2,449人より有効回答）
調査方法 ： 配布回収法（個人単位）
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５５ ＮＨＫの衛星放送のチャンネル数の削減ＮＨＫの衛星放送のチャンネル数の削減

BS1だけの場合の視聴

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

NHKBS視聴者

0 10 20 30 40 50

視聴意向視聴意向

視聴しない理由視聴しない理由

BS1だけになると見たい番組が

減るため

BS2にも見たい番組があるため

BShiにも見たい番組があるため

現在の料金のままでは、料金が
割高に感じるため

見られる番組数（時間）が減るた
め

ハイビジョン放送ではないから

この中にはない

判らない

見続ける 見続けない 判らない

37.9

38.8

35.6

32.4

26.6

28.8

n=  531

n=  250

33.3
33.3

23.8

6.9

44.4

19.0

4.8

13.2

23.5

14.8

40.8

25.9

9.9

14.8

0.0
1.6

NHKBSNHKBS視聴者視聴者（見続けないと回答した者）（見続けないと回答した者）

デジタル対応受信機保有者デジタル対応受信機保有者
（見続けないと回答した者）（見続けないと回答した者）

BS2だけの場合の視聴

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

NHKBS視聴者

0 10 20 30 40 50

視聴意向視聴意向

視聴しない理由視聴しない理由

BS２だけになると見たい番組が

減るため

BS1にも見たい番組があるため

BShiにも見たい番組があるため

現在の料金のままでは、料金が
割高に感じるため

見られる番組数（時間）が減るた
め

ハイビジョン放送ではないから

この中にはない

判らない

見続ける 見続けない 判らない

36.0

40.8

34.5

30.0

29.5

29.2

n=  531

n=  250

34.4
41.3

18.3

6.5

45.2

16.1

3.2

12.4

10.7

16.0

46.7

18.7

5.3

13.3

1.3
1.6

NHKBSNHKBS視聴者視聴者（見続けないと回答した者）（見続けないと回答した者）

%

% %

%

NHKのBS１、BS２については、視聴者層が分かれており、いずれか１チャンネルとなった場合は、「視聴を継続」、「視聴を止める」、

「分からない」がほぼ同数。

「視聴を止める」理由は、「料金が割高になる」、「見たい番組が減る」等。

デジタル対応受信機保有者デジタル対応受信機保有者
（見続けないと回答した者）（見続けないと回答した者）

デジタル対応受
信機保有者

デジタル対応受
信機保有者
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６６ ＮＨＫの衛星放送のスクランブル化ＮＨＫの衛星放送のスクランブル化

ＮＨＫの衛星放送に

スクランブルをかけるべき

0 10 20 30 40 50 60

かけるべきである

29.6

51.2

25.6

NHKBSNHKBS視聴者視聴者

%

NHKの衛星放送については、約半数がスクランブルを行うべきと回答。

ＮＨＫの衛星放送にスクランブルを行った場合であっても、半数以上は、料金を支払って、NHKの衛星放送の視聴を継続する意向。

どちらでもよい

かけるべきではない

わからない

48.2

15.3

7.0

17.6

5.6
上 n=531
下 n=250

ＮＨＫの衛星放送に

スクランブルがかかった場合

0 10 20 30 40 50 60 70

月額料金を支払って、ＮＨＫ
の衛星放送を視聴する

3.8

61.2

12.4

%

他の有料の衛星放送（ＷＯＷ
ＯＷ、スターチャンネルＢＳ、
スカイパーフェクトＴＶ！など）
は視聴するが、ＮＨＫの衛星
放送は視聴しない

無料の民放の衛星放送のみ
視聴する

衛星放送そのものを視聴
するのをやめる

54.0

9.6

14.1

8.8

14.8

上 n=531
下 n=250

わからない

2.8

18.5

デジタル対応受信機保有者デジタル対応受信機保有者
NHKBSNHKBS視聴者視聴者

デジタル対応受信機保有者デジタル対応受信機保有者
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放送普及基本計画放送普及基本計画（（NHKNHKの衛星放送関係の衛星放送関係））

ア 放送衛星業務用の周波数を使用する受託国内放送
(ア) デジタル放送以外の放送

(A) その周波数の１の範囲内において、協会の放送については、、１系統の難視聴解消１系統の難視聴解消

を目的とする放送を目的とする放送及び１系統の衛星系による放送の普及に資するためその特性を生１系統の衛星系による放送の普及に資するためその特性を生
かして行う総合放送かして行う総合放送を標準テレビジョン放送等により行うこと。

(B) (A)以外の協会の放送については、技術動向を踏まえ、デジタル技術の特性及びデジタル技術の特性及び

高画質性を生かしたデジタル方式の高精細度テレビジョン総合放送高画質性を生かしたデジタル方式の高精細度テレビジョン総合放送１番組（注）を行う
こと。

(C) （略）
(D) ただし、(A)及び(B)の協会の放送は、(ア)の協会の標準テレビジョン放送が終了す

るまで行うものとし、その後については、当該放送の必要性、周波数事情その他の事
情を勘案し、2番組（主たる放送の番組数）を超えないことを前提に、衛星系による協会
の放送全体を見直すものとする。
注 災害や重大事件・事故の発生に対応するため又はデジタル技術の新しい利用方法の開発若しくは

普及に資するために一時的に行われる標準テレビジョン放送を含む。

(イ) デジタル放送

衛星系による受託国内放送のうち、放送衛星業務用の周波数の３を使用して行う放送
については、２系統の協会の標準テレビジョン放送（ (2)ア(イ)(A)と同一の放送を同時に
行うものに限る。）及び１系統の一般放送事業者の標準テレビジョン放送及びこれらの重
畳する多重放送を行い、これらの放送が全国各地域においてあまねく受信できること。

また、これらの放送は、平成１９年に開始し、平成２３年までに終了すること。

放送普及基本計画（昭和63年郵政省告示第661号）放送普及基本計画（昭和63年郵政省告示第661号）

第１ 放送局の置局（…）に関して定める指針及び基本的事項第１第１ 放送局の置局（放送局の置局（……）に関して定める指針及び基本的事項）に関して定める指針及び基本的事項

１ 放送を国民に最大限普及させるための指針１ 放送を国民に最大限普及させるための指針

(2) 受託国内放送の普及(2) 受託国内放送の普及

参考８

「難視聴解消」と「衛星系による放送の普及」の関係

《経緯》

放送衛星２号（ＢＳ－２）の免許方針に関して、当初方針
（昭和５８年）においては、「難視聴」を主、「衛星系による放
送の普及」についえは従とされていたが、その後方針の修
正（昭和６２年）を行い、両者を並立させることとされた。

「放送衛星２号（ＢＳ－２）の２チャンネルについては、・・・
（中略） ・・・テレビジョン放送の難視聴解消に利用するほか、

新しい放送技術の開発実験その他将来の衛星放送の普及
に資する利用を図ることが適当である。」

「放送衛星２号（ＢＳ－２）の２チャンネルについては、・・・
（中略） ・・・テレビジョン放送の難視聴解消に利用するとと

もに、衛星放送の普及に資する利用を図ることが適当であ
る。」

《修正理由（昭和６２年６月 電監審諮問より抜粋）》

（１）高度化、多様化する放送需要に対処するため、衛星放
送の普及促進を図る必要があること

（２）将来の本格的衛星放送時代に向けて、日本放送協会
に衛星放送の普及促進の先導的役割が期待されてい
ること

（３）衛星放送技術の開発成果を早期に国民全体に還元す
る必要があること

（４）テレビジョン放送の難視聴解消と衛星放送の普及促進
の調和を図り、衛星放送の健全な発展を図る必要があ
ること

（５）衛星放送の普及促進により、内需拡大が図れること

参考
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参考９ＮＨＫＮＨＫ ＢＳ２の難視聴解消番組ＢＳ２の難視聴解消番組

総合放送又は教育放送と同時に放送する番組総合放送又は教育放送と同時に放送する番組

総合放送又は教育放送に先行・時差放送する番組総合放送又は教育放送に先行・時差放送する番組

（平成19年4月 放送番組時刻表に基づき作成）

ＮＨＫニュースおはよう日本 NHKニュース７

日曜討論

のど自慢

気象情報 （正午前）

お昼のニュース

随
時
放
送

大相撲中継

国会中継

春、夏の高校野球全国大会

連続テレビ小説
連続テレビ小説アンコール

クローズアップ現代

英語でしゃべらナイト

ＮＨＫアーカイブス

ためしてガッテン

きよしとこの夜

爆笑オンエアバトル

海外連続ドラマ（ＥＲ）

アニメアンコール

謎のホームページ

サラリーマンNEO
ダーウィンが来た！

～生き物新伝説

クイズモンスター

鶴瓶の家族に乾杯

その時歴史が動いた

産地発！たべもの一直線

SONGS
探検ロマン世界遺産

NHK歌謡コンサート

プロフェッショナル仕事の流儀

課外授業ようこそ先輩

夜は胸きゅん

解体新ショー

熱中時間

NHK映像ファイル

あの人に会いたい

さわやか自然百景

宮廷女官チャングムの誓い

ふだん着の温泉

百歳バンザイ

大河ドラマ

アートエンターテインメント

迷宮美術館

あなたのアンコールサンデー（※）

アニメアンコール

クラシック倶楽部

ざわざわ森のがんこちゃん

きょうの健康

あしたをつかめ平成若者仕事図鑑

わくわく授業～わたしの教え方

かんじるさんすう１，２，３

トップランナー

サイエンスZERO
えいごでしゃべらないとJr.
どーする地球のあした

きょうの料理

きょうの料理ビギナーズ

みてハッスルきいてハッスル

ストレッチマン

おしゃれ工房

ティーンズTV地球データマップ

理科４年ふしぎ大調査

ミッドナイトステージ館

趣味悠々

日本とことん見聞録

ミクロワールド

みんなの体操

日曜シアター

クラシックロイヤルシート

（※） 番組例
「NHKスペシャル」、「生活ほっとモーニング」、「プレミアム１０」、「ドキュメントにっぽんの現場」、「ETV特集」 等
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NHKNHKの番組のチャンネル別ハイビジョン制作比率の推移（％）の番組のチャンネル別ハイビジョン制作比率の推移（％）

平成１６年度 平成１７年度 平成１８年度

総合 84 96 92

教育 26 42 51

衛星ハイビジョン（BShi） 100 100 100

衛星第１（ＢＳ１） 9 9 8

衛星第２（ＢＳ２） 47 50 54

（各年度前期定時番組で算出）

ハイビジョン制作番組の比率（放送時間ベース 、％）

（注１）ハイビジョン制作番組とは、ハイビジョン用の機材で制作された番組を指し、ハイビジョンで受信される
番組を意味するものではない。

（注２）BS1においては、海外ニュース・海外スポーツなどの購入素材のハイビジョン化率が低い。 BSニュー
スセンターのハイビジョン化により、19年度は80％を超える見込み。

（注３）BS2においては、NHKで制作している番組のほとんどがハイビジョン制作番組。購入番組のハイビジョ

ン化率が低い。

参考１０
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